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女性思想家たちの視点から「啓蒙」を理解する 

 

梅垣千尋（青山学院大学コミュニティ人間科学部） 

 

 

「啓蒙」とは、女性にとってどのような経験だったのか。女性は「啓蒙」をどのよう

なものとして捉え、その運動のなかにみずからどのように加わったのか。このような問

いに取り組んだのが、2026 年 9 月に報告者が出版した学術書『啓蒙と女性思想家たち

──ウルストンクラフトから保守派まで』（名古屋大学出版会）である。 

本書におけるアプローチの特徴は、第一に、女性を「論じられる客体」ではなく「論

じる主体」とみなし、思想史研究においてほぼ無名の存在を含む女性思想家たちの視点

から「啓蒙」という運動を掴みとろうとした点にある。そして第二に、enlighten という

動詞の使われ方に注目して「啓蒙」という現象を理解し、フランス革命の衝撃に揺れる

イギリス（おもにイングランド）の言論空間を検討の対象に据えた点にある。以上のよ

うな研究視角をもとに、本書では 1790 年代から 1800 年代初頭にかけてのイギリスで

政治論や教育論を著した５人の女性思想家たち──急進派から保守派まで──を対象

に、彼女たちがそれぞれ enlighten という言葉の意味をいかに解釈して、その動きにみ

ずから加わったのかを明らかにした。 

今回の報告では、上記のような本書の概要を説明したのち、思想史研究においてマイ

ナーな女性思想家を扱う際の方法論的な困難やその乗り越え方、刊行後にあらためて気

づいた問題の広がりや、より考察を深めなければならないと思われる論点などについて、

報告者がその時点で考えていることをなるべく率直にお話しすることにしたい。 
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